
 

 

「平均とその利用」 （D データの活用） 

 

■ 日 時   令和４年 11 月 11 日（金） 14：35～15：20（第６校時） 

■ 学年・学級 第５学年１組 （男子８名 女子７名 計 15 名） 

■ 場 所   ５年生教室 
■ 指導と評価の構想 
 
（１）単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導観 

   本教材の導入で，平均は「合計÷個数」で求められることをまとめる際に，「ならす」という意識の

理解を確実にする。指導にあたっては，平均が「凹凸をならしたときの１つ分の大きさ」であること

を，図を活用して捉えさせる。０を含む場合の平均の求め方や平均が小数になる場合があることも，

日常生活の様々な場面を想起させながら，具体的に考えられるようにする。 

   また，単元のゴールとして，「スキルタイムの自分の平均点を月ごとに求め，グラフで表そう」とい

うめあてを設定し，今後の学習に意欲的に取り組めるようにする。 

（１）本時の考える場面 
   本時では，２つのグループの平均を基に，クラス全体の平均を求める方法を考える。まず，「平均の

平均を求める」という考えと，「全体の個数を求めてから全体の平均を求める」という考えを児童から
出させ，それぞれの考え方で立式させる。その後，班で話し合い，前者の考え方では全体の個数が合
わなくなることに気づかせ，その理由を考えさせる。 

（２）思考の整理の工夫と対話 
   児童の思考を整理するために，グループでの話し合いの中で様々な意見に触れさせ，自分の考えと

比較する場を設定する。また，発表された考えを黒板に提示し，全体で交流することで理解を定着さ
せる。 

【「人」との対話】 

児童観 
児童は日常生活の中で，大きさの違ういくつかの量

をならして考える場面を経験している。また，３年生

のわり算では，「ある数を等分してできる１つ分の量」

という基本的な考えを，４年生の概数では，数量を大

局的に捉える見方をそれぞれ学習している。 

しかし，既習事項を関連付けて問題を解くのが苦手

な児童は多い。昨年度の標準学力調査では，「データ

の活用」の項目の平均正答率は 63.2％と，４つの領域

で最も低い結果だった。 

授業では，グループ内で自分の意見を言うことがで

きても，全体に伝える意欲が低い児童が多い。そのた

め，単元全体を通して考える場面を多く設定し，グル

ープ交流で友達の様々な考えに触れる機会を増やす。

そして，自分の考えと比較したり友達から助言をもら

ったりしながら，全体発表につながる自信がもてるよ

うにする。 

教材観 

 本単元は，学習指導要領における「D データ

の活用」の（２）イ「概括的に捉えることに着目

し，測定した結果を平均する方法について考察

し，それを学習や日常生活に生かすこと」を受け

設定した。 

 本単元は，測定した結果について，平均を用い

て，それを妥当な数値で示すことができるよう

にすることをねらいとしている。 

 児童の身近にある様々なものを題材として取

り入れているため，平均を用いることのよさに

気づき，進んで考察や表現に用いようとする意

欲を高めることができる教材である。 

 平均の意味や求め方を理解し，生活や学習の様々な場面で平均を調べたり，平均を使って考えたりする
力を身に付けさせる。 

算数科 

単

元 

名 

第５学年 呉市立警固屋小学校 指導者  松井 玄伸 ① 



（２）単元の目標 

  ○ 平均の意味や求め方を理解し，平均を求めたり，それを用いて長さなどを概測したりすることができる。 

〔知識及び技能〕ア（ア） 

○ 平均の意味に基づいて，部分の平均から，全体量の見積もり方を考えたり，全体の平均の求め方を考

えたりすることができる。                〔思考力，判断力，表現力等〕イ（ア） 

○ 平均を用いることのよさに気付き，進んで身近な事柄の考察や表現に用いようとしている。 

〔学びに向かう力・人間性等〕 

 

（３）評価について 

  評価規準 評価方法 

知識・技能 
平均の意味や求め方を理解し，平均を求めたり，それを用いて
長さなどを概測したりしている。 

行動観察 
授業ノート 

思考・判断・表現 
平均の意味に基づいて，部分の平均から，全体量の見積もり方を
考えたり，全体の平均の求め方を考えたりしている。 

発表 
行動観察 
授業ノート 

主体的に学習に 
取り組む態度 

平均を用いることのよさに気付き，進んで身近な事柄の考察
や表現に用いようとしている。 

行動観察 
発表 

振り返りノート 

 

（４）指導計画（全６時間） 本質的な問い 平均にはどのような良さがあるのだろうか。 

次 時 
主な活動内容(○) 

学習活動(・) 

《思考スキル》 

（思考ツール） 

［対話］ 

評価規準 

〈評価方法〉 

教科等と

の関連 

一 

 

１ 

〇「ならす」という操作と意味を知る。 

・ならした１個分の大きさの求め方を

考える。 

〇「平均」の意味と求め方を知る。 

《理由付ける》 

（思考ツール） 

［人との対話］ 

思数量の違いをならすと

いう数理的な処理の仕

方で考えている。 

〈発表〉〈授業ノート〉 

知平均の意味を理解し，計

算で求めている。 

〈授業ノート〉 

 

２ 

〇０のある場合の平均の求め方や，離

散量の平均を小数値で表す方法につい

て考える。 

・冊数のような離散量であっても，その

平均は小数で表してよいことを知る。 

《多面的・多角的》 

（思考ツール） 

［人との対話］ 

思平均の意味をもとに０

の扱いについて考えた

り説明したりしている。

〈発表〉〈授業ノート〉 

理科 

「ふりこ

の き ま

り」 

３ 

〇何個かの平均を求め，それから全体

の量を見積もる。 

知部分の平均を求め，それ

を使って全体の大きさ

を見積もっている。 

〈発表〉〈授業ノート〉  

 

４ 

〇いくつかの部分の平均と個数から，

全体の平均を求める。 

 

 

 

【本時】 

思いくつかの部分の平均

から，部分をあわせた全

体の平均の求め方を考

えたり説明したりして

いる。 

〈発表〉〈授業ノート〉 

体育 

「ボール

運動」 

二 ５ 

〇誤差をなるべく少なくするように，

歩幅の調べ方を考える。 

・平均を使って歩幅を求める方法を知

る。 

《多面的・多角的》 

（思考ツール） 

［人との対話］ 

主測定値の誤差をなるべ

くなくす方法を考えよ

うとしている。 

 〈行動観察〉〈発表〉 

家庭科 

「生活を

支えるお

金と物」 



 

二 ６ 

〇自分のこれまでのスキルタイムの平

均点を調べる。 《具体化》 

（思考ツール） 

［人との対話］ 

主自分のこれまでのスキ

ルタイムの点数から平

均点を調べ，意欲を高め

ようとしている。 

 〈行動観察〉〈発表〉 

 

 

（５）本時の展開 

○ 本時の目標 

 いくつかの部分の平均から，部分をあわせた全体の平均を求める方法を考えたり説明したりすることができ

る。 

○ 学習の展開 

 
学習活動 

《思考スキル》（思考ツール） 
［対話］ 

◇ 指導上の留意点 

○ 予想される児童の反応 

◆ C と判断される児童に対する手だて 

具体の評価規準 
（評価方法） 

つ 

か 

む 

○ 既習事項を確認する。 ◇ 平均は数量の合計÷個数で求められることや，平

均から全体の量を見積もる方法などを振り返る。 

（壁面掲示の活用） 

 

考 

え 

る 

・ 

深 

め 

る 

○ 本時の問題を把握す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 本時のめあてを確認す

る。 

 

 

 

○ 見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

【考える場面】 

 

 

 

 

 

○ 個人で考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 黒板に提示した表から，２つのグループの人数と，

グループごとの平均が示されていることを確かめ

る。 

 

 

 

 

 

◇ クラス全体の平均を求めることをおさえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ どのように考えるかを発表させる。 

○ Ａグループの平均とＢグループの平均をたして２

でわれば，全体の平均がわかる。 

 （○あの考え） 

○ Ａグループの個数とＢグループの個数をたして，

全体の人数でわれば，全体の平均がわかる。 

 （○いの考え） 

 

 

 

 

 

 

◇ ○あの考えを立式させる。 

○ （15＋10）÷２＝12.5 なので，全体の平均は 12.5

個。 

◇ ○いの考えを立式させる。 

○ Ａグループの個数は 15×18＝270 で 270 個，Ｂグ

ループの個数は 10×12＝120 で 120 個だから，合わ

せて 390 個になる。クラスの人数は 30 人なので，

390÷30＝13 で全体の平均は 13 個 

◆ 平均の求め方は全体の合計÷個数（人数）で求める

ことを，壁面掲示を用いて思い出させる。 

 

 人数 
１人平均の

個数 

Ａ 18 人 15 個 

Ｂ 12 人 10 個 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループごとの平均から，クラス全体の平均を求める方法を考えよう。 

考える内容 

２つの考え方を比較し，それぞれ立式してどちらの考え方が正しいかを考える。 

 クラスで，Ａ，Ｂ２つのグル

ープに分かれてペットボトル

のキャップを集めました。 

 それぞれのグループの人数

と集めたキャップの１人平均

の個数は，右のようでした。 

 クラス全体では，１人平均何

個を集めたことになりますか。 

 ○発部分の平均から全体の平均を求めるにはどのようにすればいいのか。 



 

 

 

○ グループ交流をする。 

 

 

 

○ 全体で共有する。 

《理由づける》 

（授業ノート） 

    ［人との対話］ 

 

 

◇ ○あと○いの考えで立式すると答えが異なる理由を話

し合わせる。 

 

◇ グループで出た意見をホワイトボードにまとめて

発表させ，それぞれの考えを比較し検討する。 

○ ○あの考えだと全体の平均が 12.5 個になって，全体

の個数は 12.5×30＝375 で 375 個になるので，○いの

考えと合わなくなる。 

○ ○あの考えは，「数量の合計÷個数」という平均の求

め方をしていないから，間違っている。 

○ ○あの考えは「平均の平均」を求めているから，クラ

ス全体の平均ではない。 

 

 

 

 

【思・判・表】 

いくつかの部分の

平均から，部分を

あわせた全体の平

均の求め方を考え

たり，説明したり

している。 

（発表） 

（授業ノート） 

ま 

と 

め 

る 

○ 本時の学習をまとめ

る。  

 

 

 

 

○ 適用問題に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 本時の振り返りをす

る。 

 

○ 次時の見通しをもつ。 

◇ 本時の学習を，児童から出た言葉を用いてまとめ

る。 

 

 

 

 

◇ テレビ画面の問題文を読み，ノートに答えを書か

せる。 

○ ７×15＋15×18＋13×21＝648 

15＋18＋21＝54 

648÷54＝12 

答え 12 本 

 

 

◇ 「今日の学習で新しくわかったこと」の視点で振り 

返りをノートに書かせる。 

 

◇ 次時では，平均を使って自分の歩幅を調べる活動

を行うことを伝え，今後の学習の意欲を高める。 

 

○ 板書計画 

 平均とその利用 

○も                    ○め                      ○ま  

 

                     ○考  

                                           ○問  

 

○見  

                                           ○ふ  

いくつかの平均から全体の平均を求めるには， 

全体の合計と全体の個数を求めてから計算する。 

 右の表は，Ａ，Ｂ，Ｃ３つの

野球チームの試合数と１試合

平均のヒットの本数を表して

います。 

 ３チーム全体では，１試合平

均のヒットは何本ですか。 

クラスで，Ａ，Ｂ２つのグループに

分かれてペットボトルのキャップ

を集めました。 

 それぞれのグループの人数と集

めたキャップの１人平均の個数は，

右のようでした。 

 クラス全体では，１人平均何個を

集めたことになりますか。 

 

グループごとの平均から，クラス全体の

平均を求める方法を考えよう。 

児童の考え① 

いくつかの平均から全体

の平均を求めるには，全

体の合計と全体の個数を

求めてから計算する。 

・Ａグループの平均とＢグループの

平均をたして２でわる。…○あ  

・Ａグループの個数とＢグループの

個数をたして，全体の人数でわ

る。…○い  

○あと○い，どちらが正しいかを考える。 

児童の考え② 

児童の考え③ 児童の考え④ 

式７×15＋15×18＋13×21

＝648 

15＋18＋21＝54 

648÷54＝12 

答え 12 本 

 



 

 

成果（○）と課題（●）          校番（１０） 【警固屋小学校】 

１ 「本質的な問い」による単元構想について 

○ 本質的な問いを設定し，授業の中で本質的な問いを問い返すことで，児童は毎時間自 

らの課題や疑問をもつことができた。 

○  本単元では，平均を出すことのよさについて考え，平均をどのように利用するかとい 

 う個々の問いにつなげたことで，児童が自分の考えをもって授業に臨むことができた。 

● 「本質的な問い」に迫る単元構想を仕組むことで，児童が個で考えをもち，グループで

考えを広げ深めることはできたが，交流後に児童自身が得た情報を吟味するなど考えを

再構成する必要があった。今後はさらなる探究に繋げていくために，まとめや振り返り

を充実させたい。 

２ 単元で育成を目指す資質・能力について 

【思考・判断・表現】 

○ 児童の思考を整理するために，グループの話し合いの中で様々な意見に出合わせ，自

分の考えと比較する場を設定した。この活動を通して，児童は平均の意味や求め方を理

解し，様々な方法で平均を使って考える力を身に付けることができた。 

● 考える場面は設定できたが，集団で考えを深める段階で終わり，個人で考えを再構成

するまでに至らないことがあった。自分の考えを再構築するために，めあてを何度も確

認したり振り返りを共有したりする活動が必要だった。                    

 

 

 

 

 

 

 

〈児童の振り返り〉  

 

【主体的に学習に取り組む態度】 

○ 授業では，毎時間のめあてを児童に問いながら 

設定した。このことで自分から課題を追究するこ 

とができ，児童の主体性につながった。 

○ 平均を使って歩幅を求める方法を考える事で， 

平均を用いるよさに気付くことにつながった。 

進んで身近な生活の中での考察や表現に用いる      〈児童の振り返り〉 

ことができるようになった 

３ 「デジタル機器」の活用 

○ 課題解決に向けて情報を分類したり整理・分析したりして，タブレットを用いて友だ

ちの意見との共通点や相違点を見付け出すことができた。 

● デジタル機器を様々な場面で活用したが，自分の考えを端末で加工したり学習の成果

物を蓄積したりする上で，学年によってはまだ慣れないこともあり，作業することに集

中しているため，ＩＣＴを有効に活用できている児童が限られていた。 

 

グループの中で話し合いをした

ことで，最初平均と平均を足して２

で割れば平均がでると思っていた

けど，問題によっては同じやり方で

は，平均を求めることにならないこ

とに気付いた。 

グループ活動をしたことで，いく

つかの平均から全体の平均を求める

ためには，「全体の個数」÷「全体

の人数」をすればよいことに気付く

ことができ，平均の求め方を理解す

ることができた。 

平均を使うことで，いろいろなこ

とが分かることに気付いた。歩幅を

図るだけでなく，生活の中で使える

ようにしてみたい思った。 


